





























































































































































題材名 分類番号 題材所在地 フィールドワーク先
オオルリ ① 栃木市 なし
渡良瀬遊水地 ① 栃木市 渡良瀬遊水地
藤の花 ① 足利市 足利フラワーパーク
鬼怒川温泉 ① 日光市 なし
須賀神社 ② 小山市 須賀神社




下野国分寺 ③ 下野市 下野国分寺跡
大谷観音 ③ 宇都宮市 大谷寺、大谷石資料館
日光東照宮 ③ 日光市 日光東照宮
足利学校 ③ 足利市 足利学校
結城紬 ④ 小山市 結城紬ミュージアムつむぎの館
佐野ラーメン ④ 佐野市 佐野市内ラーメン店
日光湯波 ④ 日光市 日光東照宮門前町
栃木生乳 ④ 栃木市 大笹牧場日光直営売店他
益子焼 ④ 益子町 益子焼陶芸センター
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真岡木綿 ⑤ 真岡市 真岡木綿会館
しもつかれ ⑤ 栃木県 なし
宮染め ⑤ 宇都宮市 栃木県立美術館
宇都宮餃子 ⑦ 宇都宮市 餃子のみんみん



































頭 読み句 題材名 分類番号 題材所在地
あ 朱神輿　家康公の　戦勝祀る 須賀神社 ② 小山市
い 今もまだ　陣屋に遺る　報徳仕法 二宮尊徳 ② 真岡市
か 絣くくり　亀甲柄に　魂込め 結城紬 ④ 小山市
き 餃子の味は　地産地消の　たねが生む 宇都宮餃子 ⑦ 宇都宮市
く 国史跡　天平伝える　国分寺 下野国分寺 ③ 下野市
け ケーキを彩る　深紅の舞姫　とちおとめ とちおとめ ⑦ 栃木県
さ 佐野ラーメン　青竹使った　しょうゆ味 佐野ラーメン ④ 佐野市
し 初夏迎え　渓流に響く　オオルリの唄 オオルリ ① 栃木市
せ 千本の　手で見守る　大谷観音 大谷観音 ③ 宇都宮市
た 大湿原　いのちを守る　遊水地 渡良瀬遊水地 ① 栃木市
で 伝統を　今につなげる　白の晒し 真岡木綿 ⑤ 真岡市
と 栃木道　足跡刻む　芭蕉の句碑 松尾芭蕉 ② 野木町、小山市、
日光市、大田原市、那須町
な 七色の味　病魔を払う　しもつかれ しもつかれ ⑤ 栃木県
に 日光の　栄養豊富な　湯波商品 日光湯波 ④ 日光市
ふ 藤の花　世界で一番　美しい 藤の花 ① 足利市
へ 平和を願う　東照宮の　動物たち 日光東照宮 ③ 日光市
ほ 本州一　自然が生み出す　栃木の生乳 栃木生乳 ④ 栃木市
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み 宮染めの　後世につなぐ　美しさ 宮染め ⑤ 宇都宮市
れ 歴史ある　日本最古の　学問所 足利学校 ③ 足利市
ろ ろくろを回し　技術を培う　益子焼 益子焼 ④ 益子町








































































題材名 分類番号 題材所在地 フィールドワーク先
戦場ヶ原 ① 日光市 なし
尚仁沢湧水 ① 塩谷町 なし
那須与一 ② 大田原市 道の駅那須与一の郷与一伝承館
田中正造 ② 佐野市 なし
馬頭広重美術館 ② 那珂川町 馬頭広重美術館
殺生石 ③ 那須町 殺生石
日光杉並木 ③ 日光市 日光市歴史民俗資料館
梨 ④ 芳賀町 なし
自動車工場 ④ 上三川町 日産自動車栃木工場
宮内庁御料牧場 ④ 高根沢町 宮内庁御料牧場（車窓見学）
真岡鐵道 ④ 真岡市 真岡駅SLキューロク館
液晶テレビ ④ 矢板市 なし
烏山和紙 ⑤ 那須烏山市 烏山和紙の里
山あげ祭り ⑤ 那須烏山市 山あげ会館
鹿沼秋祭り・彫刻屋台 ⑤ 鹿沼市 鹿沼市文化活動交流館
小山花火大会 ⑤ 小山市 なし
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喜連川温泉 ⑥ さくら市 道の駅きつれがわ
美土里館 ⑥ 茂木町 有機物リサイクル施設美土里館
芝ざくら公園 ⑥ 市貝町 なし












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































な す の よ い ち
須与一
下野国那須出身武将で弓の名手。文治元（1185）年、屋島合
戦の折、揺れ動く平家の軍舟の上に掲げられた扇の的を、義
経の命により源氏の武将を代表して見事射落す。その活躍は
平家物語と琵琶法師によって伝えられた。京都伏見の即成院
にて20余年で早世した。大田原市。
ゆ
鬼怒川温泉
豊
ゆた
かな自
し
然
ぜん
　再
さい
生
せい
してゆく
鬼
き
怒
ぬ
川
がわ
温
おん
泉
せん
かつては会津西街道の宿場町で、日光参詣の大名や東照宮僧
侶の湯治場だった。近年宿泊客・観光客が減少傾向にある
が、首都圏から来やすく、自然豊かで風光明媚な地の利を生
かして、かつての温泉地の賑わいを再生する様々な工夫に取
り組んでいる。日光市。2016年現在日光観光協会加盟宿数は
212。
よ
小山花火大会
夜
よる
の野
の
に　輝
かがや
き響
ひび
く　
小
お
山
やま
の花
はな
火
び
小山花火大会は1950年から60年以上にわたり小山市中心市
街地西部を流れる思川を舞台に毎夏開催されている。1991年
からはサマーフェスティバルに改称した。交通の便も良く、
メディアにも取り上げられることから県外からの観光客も多
い。小山市。総打ち上げ数は２万発。
ら
佐野ラーメン
ラーメンは　青
あお
竹
だけ
麵
めん
打
う
ち
佐
さ
野
の
の味
あじ
佐野ラーメンの歴史は大正期に中国人コックが「青竹打ち」
を伝授したことに始まるとされる。織物の町で栄えた頃、繊
維業者や工女達から人気を得た。佐野名産の小麦、出流原弁
天池の湧水を使った醤油味の平麺が特徴。2016年佐野ラーメ
ン会登録数77店舗。
り
美土里館
リサイクル　
美
み
土
ど
里
り
たい肥
ひ
で　大
だい
地
ち
再
さい
生
せい
2007年に開業した町営の有機物リサイクルセンター「美土里
館」では、家畜の糞尿と家庭の生ごみを原料とし、町内の間
伐材や落ち葉などを調整材として発酵させた美土里たい肥を
作っている。人と自然に優しく、環境保全を重視した循環型
農業に町外からの視察が絶えない。芳賀郡茂木町。
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る国道４号線と地域発展
ルート４　栃
とち
木
ぎ
を貫
つらぬ
く　
大
だい
動
どう
脈
みゃく
日光街道と奥州街道を継承する国道４号は、東京都中央区を
起点に栃木県のほぼ中央を縦走し、青森県青森市を終点とす
る。県内の沿線には自動車工場や家電工場等が立ち並び、地
域の暮らしや産業を支え、社会経済の発展に重要な役割を果
たしている。
れ
足利学校
歴
れき
史
し
ある　日
に
本
ほん
最
さい
古
こ
の　
学
がく
問
もん
所
じょ
日本最古の大学で、フランシスコ・ザビエルから“坂東の学
院（アカデミー）”と世界に紹介された。在学期間は自由で、
自学自習の精神を尊んだ。学費は無料で食事と宿舎も提供さ
れた。教育の原点・生涯学習の拠点として現代も市民向けの
論語素読教室、儒学講座などが開かれている。足利市昌平
町。【国指定史跡、日本遺産認定】
ろ
益子焼
ろくろを回
まわ
し　技
ぎじゅつ
術を培
つちか
う
益
まし
子
こ
焼
やき
益子焼は江戸末期、笠間で修行した大塚啓三郎が窯を築いた
ことに始まるとされる。以来、優れた陶土の産地であり大市
場に近いこと、陶芸家濱田庄司が民芸運動を進めたこと等に
より発展した。春秋には陶器市で賑わう。芳賀郡益子町。現
在の窯元数は約260、陶器店数は約50。
わ
烏山和紙
和
わ
紙
し
を生
う
む　技
わざ
と冷
れい
水
すい
　
烏
からす
山
やま
烏山地域の技術と文化を代表する伝統工芸品で奈良時代に起
源をもつ。日本で最も優良とされる那須楮、那珂川の冷水、
職人の技術などが融合して、強く優雅な和紙が漉かれる。歌
会始の懐紙、山あげ祭の舞台、県内外の卒業証書などに使わ
れている。那須烏山市。【国指定重要無形文化財】
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308
原　口　美貴子
第３図　完成版「栃木かるた」の絵札一覧
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札を入れる箱は市販のハガキ入
れ（100枚入り）を用い、そのサ
イズに合った蓋絵（第４図）、蓋
裏の奥付（第５図）、県木“とちの
木”の写真を使った札仕切りを作
成した。また、読み句と解説文一
覧と題材所在地マップを記載した
Ａ４サイズの添付資料も作成した（第６図）。
第５図　完成版「栃木かるた」蓋裏の奥付
第４図　完成版「栃木かるた」の蓋絵
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「栃木かるた」題材所在地マップ
札の題材がある市町に、読み句の頭文字が入れてあります
第６図　完成版「栃木かるた」添付資料
（この裏面には第６表と同様の読み句・解説文一覧を記載した）
Ⅲ．「栃木かるた」づくりの感想
　第７表は、「栃木かるた」の札づくりに取り組んだ2015年度・2016年度
受講生および完成版「栃木かるた」を制作したゼミナール学生の感想であ
る。紙幅の都合上各１名しか紹介できないが、それぞれ一部抜粋して掲載
する。
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第７表　「栃木かるた」づくりの感想
〇2015年度「社会科概説Ⅱ」受講生Ｈ.Ａさん
　フィールドワークや体験を通して、自分たちは自分たちが思うよりも「地域を知らない」
ということを実感した。自分たちの地域を学習することで、「こんなにすばらしい地域なん
だ。こういう特色があって、私たちはそれに支えられている（いく）のだ」という気づき
や発見につながり、非常に意義があると思った。また、「自分たちもこの地域の良さを後に
残していこう」「もっと大切にしていこう」という思いが芽生えるということもよく分かっ
た。郷土かるた作りによって、自分たちの地域・ふるさとに対しての愛情が高まり、その
一員としての認識がより深く根付いて、児童の心の成長や心の豊かさにつながることを実
感した。（中略）かるた大会は小学校６年生ぶりでとても懐かしい感じを受けた。たくさん
の人のたくさんの思いと、その札からわかる栃木県の魅力を思う存分味わうことができた。
このような活動を自分も小学校か中学校の授業で取り入れ、地域と繋がりある学校教育を
目指したい。
〇2016年度「社会科概説Ⅱ」受講生Ｉ.Ｓさん
　社会科概説Ⅱではとても多くのことを学ぶことができた。かるたから学ぶことはとてもあ
るのだと感じた。郷土とは何か、地域とは何かを学ぶことから始まり、フィールドワークの
意義や身近な地域に関する知識の取得など、新たな発見があってとても楽しい講義となっ
た。危険予知トレーニングの講義は、将来教員になったときに役に立つだけでなく、一人の
人間として生きていくうえで大切なことだと思うので、社会科教育だけでなく人間育成に
もつながっていると考えた。また、フィールドワークに実際に行ったことによって、現地で
しか分からないこと、話を聞かないと分からないことなど、たくさんのことを知ることが
できた。どんなに本やインターネットで調べても、一回見ることにはかなわないと身をもっ
て感じた。そして、現地の人に話を聞くことによって、さらに理解が深まると思った。将来
教員になって児童に指導していく際には、見ること、聞くことの大切さを伝えたい。また、
今回題材で私自身が学んだことも児童に伝えたい。行って知ったことを伝える大切さも今回
の15回の講義で学んだことの１つである。
〇2015年度ゼミナール受講生Ｙ.Ｉさん
　「栃木かるた」作りを経て、初等社会科教育の観点から郷土かるたのメリット・デメリッ
トが見えてきた。まず、メリットは、郷土かるた作りは郷土の歴史や文化などについて実際
に調べたりまとめたり、フィールドワークを行ったりすることで、児童生徒に実感の伴っ
た理解を促すことができるという点である。また、郷土かるたを教材として活用する場合、
活動を中心とした授業展開ができるため、児童生徒の学習意欲を喚起することができる。さ
らに、郷土の言い伝えや歴史、様々な文化やゆかりある偉人、歴史的建造物など、児童生
徒の生活に身近なものからあまり知られていないものまで様々な題材があるので、調べ学
習の選択肢を多く提示することができる。次にデメリットであるが、まず、単なるかるた遊
びに終始することがないよう留意する必要がある。また、かるたの題材をもとに調べ学習
する際は、単元のまとめで振り返りの時間を設けることが必要である。ただ調べるだけで
なく、調べてわかったことを個人やグループで発表し合ったり、全体で共有したりして、
郷土への知識や理解、愛情を深めることが求められる。今回のかるた作りを通して、フィー
ルドワークの重要性や郷土かるたの教材的意義、郷土学習の在り方等について深く考える
ことができた。現在、地方と都市部をめぐっては、格差是正や地方創生、町おこしなど様々
な取り組みが行われている。社会科、とりわけ郷土学習については、教員自身が郷土に関心
を持ち、調査し、知識を深める必要がある。児童生徒が郷土の良さを知り、郷土愛や誇りを
培いながらより豊かな生活を送れるよう、教員も常に努力しなければならないと改めて感
じた。
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〇2016年度ゼミナール受講生Ｋ.Ｔさん
　「栃木かるた」は、栃木県内すべての市町から最低１つは題材を選定したので、県内すべて
の学校において身近な地域に関する学習で使えると思う。また、小学校第３、４学年の内容
（１）から（６）において活用できると思う。例えば内容（６）で栃木県に関する学習を行う
際、導入部において「栃木かるた」遊びを行い、栃木県に関する親しみや愛着、新たな発見
や既存知識の再確認をしてから、いくつかの札を取り上げて題材について質問し、学習への
興味関心を引き出す。展開部で栃木県の地理、歴史、産業、文化等を学習した後、終末部で
改めて「栃木かるた」で遊び、解説文の説明を加えながら学習内容を確認する。また、社会
科だけなく他教科等でも活用できる。「栃木かるた」作りの題材調べはパソコンを使って総合
的な学習の時間で、読み札や絵札の表現活動は図工科と連携できる。また、生活科では昔遊
びの単元で地域の方々と一緒にかるた遊びができる。国語科では俳句や詩の単元で「栃木か
るた」の読み句を参考に五七五のリズムについて学習することができる。家庭科では、「栃木
かるた」の札に取り上げられている食材や料理、特産物を使った調理実習をすることができ
る。特別活動や総合的な学習の時間では、高学年児童が「栃木かるた」全校大会を企画、開
催、実行したらどうか。雨や雪など天候が悪い日の休み時間等での活用も考えられる。この
ように考えると、郷土かるたは社会科だけでなく、様々な教科で活用が可能な優れた教材で
あると確認できる。フィールドワーク、読み句考案、絵札制作、所在地マップ制作、印刷し
た札の切り取り作業…すべてが大変でかるた作りの苦労を体感できたが、今となってはすべ
て良い想い出である。将来教員になった暁には、可能な限り「栃木かるた」、郷土かるたを活
用して、その良さや魅力を存分に生かしながら学級運営や授業を行いたい。
Ⅳ．かるたの活用
2015年度制作した21組については５セット印刷し、2016年２月に開催
した筆者のゼミナール卒論発表会アトラクションとして、所属の３、４年
生とともに競技体験した。また、2016年度に完成させた44組については
20セット印刷し、2017年２月の同発表会後アトラクションにて、同２、
３、４年生とともに競技体験した。完成版「栃木かるた」は下野新聞小山
支局記者より取材申し込みを受け、2017年３月18日に白鷗大学構内で制
作経緯の説明、ゼミ生３名と記者との競技体験及び感想インタビューが行
われた。この時の取材内容はかるたの札を持ったゼミ生と筆者の写真とと
もに、2017年３月28日付の下野新聞に掲載された。
完成版「栃木かるた」は、制作に関わった２か年のゼミ生全14名に１
セットずつ渡し、学校教育や社会活動での活用を託した。その後、2017
年春に卒業し、栃木県小学校教諭に新規採用された元ゼミ生から、「赴任
先の小学校で『栃木かるた』を使った授業をすることになった」との連絡
が入った。赴任先の校長が下野新聞記事を読んで関心を持ち、早速実践を
勧めてくれたとの話である。元ゼミ生はパウチ化した札を４セット作成
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し、担当クラスの社会科の授業や仲良しタイム（ロング昼休みに行う縦割
り班活動）で活用しているようである。
その他の活用としては、筆者が担当する白鷗大学教育学部講義「社会科
概説Ⅰ」「社会科概説Ⅱ」「社会科教育法」で身近な地域学習における社会
科教材の１つとして紹介したり、実際に体験させたりしている。　
学外の活用としては、今後栃木県内小学校とのつながりを作り、ゼミ生
とともに「栃木かるた遊びビジット」を企画・実施したいと考えている。
Ⅴ．おわりに
小稿では、本学の講義「社会科概説Ⅱ」で制作した「栃木かるた」の札
と、それをもとにしてゼミナールの学生とともに制作した完成版「栃木か
るた」について、その制作過程、完成させた読み札・絵札、学生の感想お
よび活用事例等の実践報告を行った。掲載した学生の感想はごく一部であ
るが、栃木県に対する認識の深化や、郷土かるたが小学校社会科身近な地
域（郷土）の学習教材として有効であることの気づき等、身近な地域（郷
土）の学習指導に関わる重要な力が育成されたことが窺えるだろう。
今後は完成版「栃木かるた」の普及を目指すとともに、白鷗大学教育学
部で４カ年かけて取り組んだ「小山かるた」「栃木かるた」づくりの受講
生感想を分析・比較・考察して教職課程における郷土かるた作りの意義を
明らかにすること、アクティブラーニングの手法を取り入れた郷土かるた
制作モデルを提起することを課題としたい。
314
原　口　美貴子
【注及び参考文献一覧】
（１）郷土かるた館「全国の郷土かるた　栃木県」
http://taki-forest.my.coocan.jp/karuta/karuta-32.html　2017年８月25日閲覧
（２）郷土かるたに関する研究・情報は筆者が運営するNPO法人日本郷土かるた協会
サイトを参照されたい。「日本郷土かるた協会」トップページＵＲＬ　http://kyoudo-
karuta.com/
（３）原口美貴子「白鷗大生と取り組んだ「小山かるた」づくりの実践報告－小学校社
会科近な地域（郷土）に関する学習の指導力育成をめざして－」白鷗大学教育学部論集
第９巻第２号、2015年11月、pp.411-439。
（４）奥澤信行「地理学習におけるフィールドワークの重要性」白鷗大学教育学部論集
第11巻第２号、2017年７月、pp.291-304。
（５）峰地光重著作集刊行会『新教育の原理と実際』峰地光重著作集第７巻、けやき書房、
1981年、pp.315-320。
315
白鷗大生と取り組んだ「栃木かるた」づくりの実践報告
